
Ⅴ 内航海運における新人船員の定着に   

関する調査研究  

＝に送付し，各船ト団体からも所属会社に送付，   

あるいほ手疲してもらい，回収も各車務局を裏毛   

じて行なった。  

d．ト】】収状況  

回収状況ほ表Ⅴ－－1のように，最終的に回収   

されたのほ2 00社であったが，集計に入って  

から送付されたもの，記入不備な除き，会社調  

査Ⅰでほ18う社，会社調査Ⅰ【では186社が  

杓一効数であった。   

各団体の傾向と集計された会社の傾向を比瀕  

すると，会祉規模の指標と考えられる▼一社あた  

り平均船員数によってみると表Ⅴ【1にしめす   

ように，一洋会ほほとんど変らないが，それ以  

外の団体でほいずれも，集．it▲対象の方が平均船  

員数が多く，企業規模からみると大きい会社が  

多いといえ，とくに仝内航，尾道船主会でほこ  

の傾向が顕薯であり，仝内航の場合ほ船員数の  

多い少数の会社にかたよっている。  
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l）．調査内容   

会社．鍋杏豪Ⅰ，】1が用意された。（表省略）   

c．調査時期及び方法   

昭和45年1】．月に調査某夜各船半周体中務  

衷 Ⅴ【1  回 収 」犬 況  

回収会社一社当  

平均船 員 数  

有  効  数  対象会軒数  
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仝内航忙ついては，全内航船主協会会去1名辞（昭和4う1F4月1日）  

仝内航のみ【「社当一平均乗組負数   
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